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分光測色計を用い た 生薬滑石 の 識別 に関する研究
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‘‘Kasseki”is　defined　as

‘‘
a　mineral 　substance

，
　mainly 　composed 　of 　aluminum 　silicate

hydrate　and 　silicon　dioxide．　It　is　not 　the　same 　substance 　as　the　mineralogical 　talc
”in　T7ie

Japanese　Pharmacopoeia（JP），
　while

，

“Huashi”is　defined　as 　
‘Cmainly

　hydrated　magnesium
silicate

”in　Pharmacopoeia〔〜プThe　Peoρle　S　Rejワ ublic （〜〆
’
China（CP）．　Thus，　the　origins　of

Kasseki　defined　in　JP（JP　Kasseki）and 　Huashi　defined　in　CP （CP 　Huashi）are 　different　f辷om

each 　other　even 　though　they　are 　highly　similar 　as 　to　molphological 　characteristics ，　The

Kasseki　distributed　in　the　market 　and 　used ｛n 　Japan　is　almost 　all　imported　frorn　China．
Previously，　we 　have　fbund　that　Japanese　and 　Chinese　markets 　have　at　least　six （one 　is　in

Japan　and 　five　are 　in　China）types 　ofthese 　mineral 　crude 　drugs（T）〜pes　A −F）by　using 　an 　X −

ray 　diH｝action 　method ．　These　facts　suggest 　that　mineral 　crude 　drugs　other　than　JP　Kasseki

may 　be　mistakenly 　imported　as　Kasseki仕om 　the　Chinese　market 　to　Japan　in　the　fUtUre　in

response 　to　increased　demand．　In　this　paper，　fbr　development　a 　new 　simple 　and 　easy 　method

fbr　discrimination　ofthe 　six 　types　ofthis 　mineral 　crude 　drug
，
　we 　investigated　their　color 　by

using 　a　spectrophotometer 　fbr五＊，α
＊，わ＊

values 　as 　defined　by　the　CIE　l　976 ゐ
＊
α

＊ゐ＊ Color

system ．　Among 　the　six　types，　it　was 　difficult　to　distinguish　them 　from　each 　other 　because　we
observed 　only 　slight　differences　i1　value 　among 　them ，　thouh　the　values 　ofsome 　parameters
diffc）red 　 widely ．　On　the　other 　hand，　the　result　suggested 　that　it　would 　be　possible　to

discriminate　Tンpe　A （JP　Kasseki）from　Tンpe　D （CP　Huashi）by　using 　 this　method ．
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Fu曲 ermore
，
　we 　examined 　ten　samples 　of 　Type　A 　and 　Type　D

，
　and 　significant　differences

were 　recognized 　fbr　each 五＊，α
＊ and わ＊ value ，　These　data　suggested 　that　the　method 　us 血g　a

spectrophotometer 　is　valid 　fbr　the　discrimination　JP　Kasseki丘om 　CP　Huashi．

Keywords ：Kasseki；Huashi ；Pharmacepoeia ；Discriminatien；Spectrophotometer；CIE 　l　976

L ＊a ＊b ＊ Color　system

　　　　　　　　　　　 緒　言

　生 薬滑石 は，鉱物 に 由来す る 生薬 で ，防風通 聖 散や 猪 苓

湯な どの 処 方に配 合され て い る．現行 の 第 16 改正 日本薬

局方 （P ）で ，「カ ッ セ キ」 と して新規収載され，「本品は鉱

物で あ り，主 と して 含水 ケ イ酸 アル ミニ ウム 及 び 二 酸化 ケ

イ 素 か らな る．本品は鉱物学上 の 滑 石 とは異 な る」 と規定

され て い る
1），一方 ，中国で は 中 華人 民 共 和 国 葯 典 （CP）

2010 年版 に，生 薬 「滑石 」 の 基 原 と して タル ク （鉱 物 学上

の 滑 石 ）が規定され てい る
2）．

　現在，目本 で使 用 され る JP 「カ ッ セ キ 」 は，石英，正長

石 ，ハ ロ イ サ イ トな どの 鉱 物 か らな り，すべ て 中国 福建省

か らの 輸入 品 で あ る．鉱 物 性 生薬 で あ る 「カ ッ セ キ」 は 有

限資源 で ある こ とか ら，今後，目本 市場 にお ける使用量の

増加 に伴い ，亅P 規格 と異なる鉱物組成 を有す る生 薬滑 石 が

流通 す る可 能性が あ る ．

　我 々 は こ れまで に，肉眼鑑定及び X 線粉末回折法 に よ

り，日本 お よび 中 国市場 に 基原 が 異な る 6 タ イ プ （タ イ プ

A 〜F）の 滑 石 が 流通 し，ま た，そ の 中の 3 タイプ （タイプ

A 〜C）は ハ ロ イ サ イ トを含有 し て い る こ と を 明 らか に し

て い る 3’5）．こ れ らの 中で，日本薬局方規格適合品 （タイプ

A ）を他 の タイ プ
， 特 に 中華人 民 共 和国葯典規格適合 品 （タ

イ プ D ） と識別す る こ とは 「滑石 」 の 品質確保 の観 点 か ら

重 要 で あ る．

　 こ れ ま で に，我 々 は，味認 識 装置 用 の 脂質膜セ ンサ を利

用 し， 日中 両 国 の 薬局 方に 規定され て い る生薬滑石 を識別

す る新 規 の 方法 にっ い て 報告 して い る 6）．一
方，生薬 の 色

は，適 否 の 判 断基 準 と な る特徴 的要 素の ひ とつ で あ り，生

薬の 品質を 評価 す る上 で 重 要 で あ る．近 年で は，色 を客観

的 に表 現 す る機器 と して 分光測色計が 様々 な分野で 応用 さ

れ て い る．生薬 につ い て も分 光測色計 を用い た 色測定に よ

り，簡 便 な 生薬 の 品質評価が 可能 で ある こ とが報告 され て

い る 7・9｝．

　 そ こ で，本研 究 で は，生薬 滑石 の 色 に 着 目 し，分光測色

計 を用 い た よ り簡便な識別法の 構築を目的とし て，先ず，

6 タイ プ （タイ プ A 〜F）間 で の 識別 に つ い て 検討 し た．次

に，日本薬 局方規格適合品 （タイプ A）と，今後 日本市場

に流通 す る可 能性が考えられ る 中華人民共和国葯典規格適

合 品 （タイ プ D ）との 2 タイ プ 問 で の 識別に つ い て 検討 し

た．

　　　　　　　　　材料お よび 方法

1．実験材料

　全 て の 実験材料 は，既報
3’6）に お い て，X 線粉末 回折法

に て含有され る鉱物種を明らか に し，基原 を確認 して い る．

各 タ イ プ が 含有する鉱物名，化学式，お よび 実 験に 使 用 し

た 比較データ を Table　l に示 す．得 られたデ
ー

タに基づ い

て ，6 タ イプ （タイ プ A 〜F）に分類 し ， 日本 市場 品 3 点

（タ イ プ A），中国市場 品 15 点 （タ イ プ B〜F 各 3 点ず

っ ）を実験材料 と した （Table　2）．

　次に ， 日本 薬局 方規格適合品 （タ イ プ A ）10 点，中華 人

民 共 和国 葯典規格適合品 （タイブ D ）10 点を用い て 検討 し

た （Table　3）．なお，前者 の 日本薬局方 規格適 合 品 10 点 は，

目本市場に 流通 す る滑 石 の 多様性を考慮 して，日本生薬連

合会 を通 じて 広 く集 めて 頂い た も の で あ る．本研 究で 用 い

た実 験 材 料 は 富 山大 学 和 漢 医薬 学 総合 研 究所 附 属 民 族 薬 物

研究セ ン ター民族薬物資料館に保 管 され て い る．

2。肉眼 に よ る色 の 観察

　実験材料 にっ い て ，塊ま た は粉末 につ い て ，肉眼 に よ る

色 の 観察 を行っ た．

3．分光測色計 に よ る試 料末の 色の 測定

3．1．試料 の調製

　粉砕後篩過 し て 細 末 と し，試 料 末 と した．

3．2．測定機器及び測定方 法

　色 の 測定 は，分光測 色 計 （コ ニ カ ミノ ル タ CM −3500d）を

用い て 行 っ た 測 定 条件は 源 準 光   65 光）測 定径 3 

で 行 っ た．径 8   の 専用 シ ャ
ーレ に 試料 末 を充填 し

， 反

射 光を測 定 した．各試料 にっ き 3 回測定を行い ，そ の 平均

値を測 定値 と した．

（11）
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Table　1　 Minerals　detected　in　JP　Kasseki（Type　A）and 　five　types　ofHuashi 　（Types 　B −F）
Type1〕 Mineral Chemic田 Fo   ula Comparative　data2＞

CCBBAAAACDEEFHalloysiteMetahalloysitc

Microcline

QuartzIllitcTalcCalciteDolomiteGibbsite

Al2SizOs〔OH ）4
’2H20

A12Si20s（OH ）4

KAiSilOsSio2

（K ，H30 ）Al2Si3AIOIo（OH ）2

M 象 ShO1 。（OH ）2

CaCO3CaMg

（CO3）2

Al（OH ）コ

JCPDSJCPDSJCPDSJCPDSJCPDSJCPDSJCPDSJCPDSICDD29−148929
−148719

−93246

−104526

−091113

−055847

−174336

−042633

・OO18

1）1ンpes　were 　classified　on 　the　basis　ofX −ray 　dif丘action 　mcthod ，
2）Com蜘 ve 　data：JCPDS ，　J。血t　Committee　on　Powder　Diffraction　Standards；【CDD ，血 ternational　Center　for　Diffraction　Data

Table　2Collection　data　ofJP 　Kasseki（Type　A）and 　five　types　ofHuashi （Tn〕es　B−F）
　 　 　 　　 　 　 TMPW
Type　 No ．
　　　　　　　　No ．1）

Market origin Date
Shape　ofMaterial

　
2）

A3） 12

3

252832529225867
Uchida　Wal　aanyakU 　Ltd，，Tokye，　Jupan
（（株） ウチ ダ和 漢薬，東京 ）

Toehi【noto 　Tenkaido　Co ．，　Ltd．，　Osaka，　Japan
（（株 ） 栃本 天 海 堂，大1汳）

Japan　Medicilal　Plant　Federation，　Osal（a，　Japan
（目本生薬連合会，大阪）

Fujian　Proy，

Fujian　Prov．

Un  own

Oct，2005Nov

．，2005．

Jan．，2007

M ，PM

，PM

，P

B456 271712717527176
Hehuachi　market ，　Chengdu，　Sichuan，　China
（荷花池市場 四川省成都）

Hehuachi　marke も　Chengdu，　Sichuan，　Chj皿 a

（荷花池市揚，四 川省成都）

Heh舳   ket，　Chengdu，　Sichuan，　C   a

（荷花池 市揚，四川 省 成 都 ）

Sichuan　Prov．

Sichuan　Prov．

Sichuan　Prov．

Jul．，2011

Jul．，2011Jul

．，2011

M ，P

M ，PM

C789 118441392525279
LOnghua　hospital，　Shang　Lai，　China
（．ヒ海龍華 医院薬房，上 海）

Shanghai　Chinese　drug　Co．，　Shanghai，　China
（上 海市薬材公 司、上海）

Shang   i　Hua ）as，　Shanghai，　China
（上 海華宇薬業，上海）

Un   own

Jiangxi　Prov．

Jiangxi　Prov．

Feb．、1992Dec

．，1993Apr

．，2006

M ，PM

，PM

，P

D4） 1 

1112

260712607726080
khangzhou　bi。chemical 　pharmaceutical　factory，　ZhangXhou ，　Flljian、
China （樟 州 市 生 物化学製薬廠，福建省樟州 ）

Gucheng　shenrong 　drug　store ，　Xiamen ，
　Fujian，　China

（古城参 茸薬行，福建 省厦 門）

Taian　yiliaobaoxian　dingdian　drug　store，　Taian，　Shandon9，　China
（泰 安 市 医療 保 険 定点 薬店，山東省泰安）

Guangxi　Prov．

Guangxi　Prov．

Sha皿dong　Prov．

Aug ，，2007

Aug ．，2007

Aug ．，2007

PPP

E131415 253222532325326
Dehenglv　dmg　store，　Ybng油ou，　Hu皿 an，　Ch   a

（徳衡律薬房，湖南省永州）

Ybng 乞hou　drug　store ，　Yongzhou，　H しman ，　Ch  a

（永州薬房，湖南省永州）

Kangshou 　drug　store ，　Daoxian，　Hunan ，　China
（康寿薬房，湖南省道県）

Unknown

Guangxi　Prov．

unknown

Aug ．，2006

Aug 、，2006

Aug ．，2006

PPP

F161718 27］722717327174
Hehu   盛   ket，　Chengdu，　Sichuan，　China
（荷 花池市揚，四川 省 成都 ）

Hehu 翻   ket，　Chengdu，　Sichuan，　China
（荷花池 市場，四川 省成都 ）

Hehuac丗   蝋 Chengd鳩 Si。h  ，　China
（荷 花 池 市場，四川 省 成都）

Unknown

Sichuan　PrQV，

Sichuan　Prov，

JuL，2011

Jul．，2011

∫uL ，2011

M ，P

M ，PM

1）  WNo ．価 e　specimen 煎 r  Ge 　n   bα ofthe 　Muse   ofMat 鉗 a　Medlca，　Resea曲 Center　for　Ethnomedicinc，　Insti血 te　ofNa 翩 M 副 icine，
Unive 「siけ ofTbyama

2）Shape　ofMatereial ；M ，　mass ；Rpowder
3）τypeA：JP   se 団

4）恥 eD ：CP 　Huashj
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T団ble　3　Collection（lataofMKassdki　and 　CP　Huashi

DmgName
　 　 　 TMPW
N 〔｝．
　 　 　 No．T）

Maket Orign DateShmpe
σfMatedal2

）

　 MKassCki：
Al皿 廿n   S丗cate

　HydrateWith

　SiHconI）ioxide
（KASSEKL 滑石）

inTheJapanese
肺 a皿 卿

J−1　 　 25309

J−2　 　 253〔叫

J−3　 　 25305

J4　 　 　253（め

J−5　 　 253〔η

J・6　　 25310

J−7　　　　25311

J−8　　　　25313

J−9　 　 25314

」−10　　　25867

JapanMedic血alPlimtFederatian，Osaka，Jqpan
（日本生薬連合会．大阪）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 〃

厂’

厂’

厂’

厂’

厂’

’’

’厂

’〜

F両    v 　　　（允し，2006　　　MP

U血lmownO α ，2006　 　 MP

Fujiari　Prov．　　 （〕ct，2006　　　MP

FujianPrvg．　　　Ocし，2006　　　　瓢 P

F可  Pr〔〕v．　　　（減 ，2006MP

F丐セmP 酬 ．　　　（厩 ，2006　　　　　瓢 P

Fujiari　Prov．　　　 （）Ct，2006　　　　　瓢 P

Fujiari　Prtrv．　　　 Oct．
，
2006　　　　　M 　P

Fujian　ft  v．　　　Oq ．，2006　　　　　M 　P

uriknownJan ．，2007MP

CPHtiashi：丁瓠c

（滑 石，HUashi）
血嫌
ofThePeqple

’
s

Rq 兀iblicσfChiina

C−1　 　 26071

G2 　 　 26072

C3 　 　 26073

C4 　　 26075

〔＞5　　 26077

C6 　 　　26079

C−7　 　 26080

C−8　 　 26084

C−9 　 　 26088

C一艮0　　 26092

Zha gzhoubiocherniealpharmaccuticalfactrrry，　Zhangthou」
Fujian4　CUna （潭州市生物化学製薬廠 福建省障 州）

翫   洫ourbhld 川 9　Ston　Ziangzheq　Fujiar」C  皿

（瀏
・
卜1禾1贋櫺 ，　麟 」

・
卜1）

加     yi｝旧om 欲 銑 蝉 o」 珂 飢 C   a

腱康医薬商場，福建眷潼州）

五ningdlug 蹴 ，　
Zヒmm9 曲eq　kj 

，
　a 血 し

（済寧薬店，驪 滝州）

〔h¢ heng  gd叫gskle，X   e扎 Fujian4　Ch 
（古城参茸薬行，福建省厦門）

乃   飽  （bug鵬 Xi跏 肌 F両  ら（Jhina
（祝強大薬房，福建省厦門）

TaianyiliaobaoXiandngrharidiugwa］晦 跏 ndong σ血 a
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3．3．表色系

色の 評価 に は，CIE　1976L ＊
a

＊b＊

表色 系
10）を用 い た．　 L ＊

は明 度，が 及 び b＊
は 色相 を表現 し，L ＊

値 は 0〜100 の 数

値で ，値が 大 きい ほ ど明 る く，a ＊

値の ＋ 側 が赤，一側 が緑，

b＊ 値 の 十 側 が黄，一側 が青 を表 し，そ れ ぞれ 絶対値 が大 き

い ほ ど色 が濃い こ とを示 して い る．

　ま た彩度 （C
＊

）は，鮮や か さを表 し，ぴ ＝

で 示 され る．

1．肉眼に よ る色の 観察

結 果

（αり
2

＋ （bり
z

各 タ イ プ にお け る肉眼 に よ る観察結果 を以 下 に示 す．

タイ プ A ，B ，　 C お よび F の 実験材 料 は，塊 と粉末が 混

在 してい た が，タイ プ D お よび E の 実験材料は，塊 は無

く，粉末 の み か らな っ て い た （Table　2）．

　タイ プ A の 塊 は ， 全 体的 に 白色 を呈 す るが，部 分的 に茶

色ま た は黒 色 を帯び る．ま た粉末 は 白色か ら薄い 灰 白色 を

呈す る．

タイ プ B の 塊 は，全 体 的 に 白色 を呈 す るが，部 分 的 に オ

レ ン ジ色か ら茶 色 を帯 び る．ま た粉末 は 薄い 灰 白色か ら薄

茶 色 を呈 す る．

タイ プ C の 塊 は，全 体 的 に 白色ま た は 薄い 緑 色を 呈 す

る．また 粉末 は 白色ま た は薄 い 桃色 を呈 す る．

タイ プ D は 粉末で，白色を呈す る．
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Fig．　l　 Color　va 旦ues 　ofthree 　powdered　samples 　fbr　each 　of

JP　Kasseki　and 　five　types　ofHuashi 　samples 、
L ＊

value （1），α
＊
value （2），わ

＊
valuc （3）』 ンpc　A ： JP　Kasscki，

Types　B−F ：five　types　of 　Huashi　from　Ch血ese   ket鋤 d
T
’
ypeDis　CP 　Huashi，　Each　value 　represents 　the　mean 　ofthrec

measurement 　values 　ofeach 　sa町 ）le．

　タ イ プ E は粉末で ，白色 を呈す る．

　 タイ プ F の 塊は ，全 体的に 白色 を呈す る が，部分的 にオ

レ ン ジ色 か ら茶色 を帯び る ．ま た 粉末は 薄い 灰 白色 か ら薄

茶色 を呈す る．

　以 上，すべ て の サ ン プル は 白色 系統 で あ り，微妙 な色 の

違い を 客観的 に 表現す る こ とは 困難で あっ た．

2．分光測色計 に よ る試料末 の 色 の 測定

2．1．全 6 タイ プ にお け る識別

　粉末色 の 測定結果を Fig．1 に示 す．各タ イ プ間の 数値の

差 は大きくなく，また，使用 した 3 検体間の バ ラツ キ が認

め られ る もの も あ っ た ．

　 日本薬局 方規格適合品 で ある タイ プ A と中華人民共和

（1）
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Fig．2　Color　values 　eften 　powdered　samples 　fer　each 　ofJP

Kasseki　and 　CP 　Huashi．
L ＊value （1），　a ＊value （2），　b＊value （3）．　Each　value 　represents

the　mean 　ofth エee　mcasurement 　yalues 　ofeach 　sample ．

ρ value 　was 　detemined　by　Welch’s　t−test．

国葯典規格 適 合 品で あ る タイ プ D を比 較 した 場合，タ イ

プ A で は，L ＊

値 89．65〜91．51 （平 均値 90．85， 標準 偏 差

1．05），a
＊

値 O．43〜0，56（0．5 ，0．06），　b
＊ 値 4，40 〜5．74 （5．19，

0．70）で あ り，タイ プ D は，L ＊

値 94，19〜97．48（96．32， 1．85），

a
＊

値
一

〇．60〜− 0，26（
− 0，45，0，17），が 値 L54〜L69 （1．60，

0，08）で あ っ た，こ の よ うに，タイ プ A と タイ プ D は，L ＊，

a
＊，b＊ の 各値 にお い て 両 タイ プ で 値 が 異なる上，3 検体間

で の バ ラ ツ キ が比 較的小 さか っ た．同 様に タイ プ E は，L ＊，

a
＊ ，b＊ の 各値 にお い て 3 検 体 間 で の ば らつ きが 小 さい 傾

（14）
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向に あっ た．

　タイ プ B は a
＊ 値 1．01〜3．02（平均値 1．82， 標準偏差

LO6），　b
＊

値 4．38〜12．30（7．86，4．04）に お い て ぱ らつ き が認

め られ，タイ プ C は a
＊

値 0．17〜2．39（1，05，L18）に ば ら

っ きが認 め られ た．ま た タ イ プ F は L＊

値 84．03〜94．51

（88．93，5．27），a
＊

値 0，82〜3．94 （2．40，1．56），　 b＊

値 7．24〜

12，74（9，48，2．89）す べ て にお い て ば らつ き が 大 きい 傾 向 に

あ っ た．

　ま た，彩度を表す C ＊

値 にっ い て 検討 した と こ ろ，b＊

値

と ほ ぼ 同様 の 結果が得 られ た．

22．日本薬局方規格適合品 と中華人民共 和国葯典規格適合

品の 2 タイプ 間で の 識別

　現在 日本市場 に 流通 して い る，第 16 改正 日本薬 局方 規

格適 合 品 （タ イ プ A ．以下，JP カ ッ セ キ と記 す ） と，今 後

日本市場 に流通す る可能性 が考 え られ る，中華人民共 和国

葯典規格 適 合 品 （タイ プ D ．以 下，CP 滑石 と記 す）各 10

点 につ い て 分光測色 計 で 測定 した結果 を Fig．2 及び Fig．3

に示 す．JP カ ッ セ キ と CP 滑石 で は ，　 L ＊，　 a
＊ ，　 b＊

すべ て

の 値 で 有意な 差が認 め られ ψく 0．Ol），特 に L ＊

値 と b＊

値

にお け る差 が 顕 著 で あ っ た （Fig．2）．　L
＊ 値 は，　 P カ ッ セ キ

で は 86．4〜91．8（平均値 89，7，標準 偏 差 1．59），CP 滑 石 で

は 9L8 〜96．6（94．5，1，66）で あ っ た．b＊ 値 は，前 者 で は 5，02

〜8，93（6．27，1．32），後者で は 1．67〜3．30（2．50，0，57）で あ

っ た （Fig．3）．　b＊ 値 に関 して は，値が 4 を境に，4 以 上 は

JP カ ッ セ キ で，4 未 満 は CP 滑 石 で あ っ た．

　また，彩度 を表 す C ＊

値 につ い て 検討 した とこ ろ ， b＊

値

とほ ぼ同 様 の 結 果が 得 られ た．

　　　　　　　　　　　 考　察

　6 タイ プに お け る識別 で は，各 タイ プで 測定値 に違 い が

見 られ た が，数値 の 差 はそ れ ほ ど大 き く な く，ま た使 用 し

た 3 検体 間の バ ラ ツ キ が大 きい パ ラ メ
ータ もあ っ た．こ の

よ うに，6 タ イ プ の 滑石 を分光測色 計だ けで そ れぞれ識別

す る こ とは 困難 で あ っ たが，各 タイ ブ の 滑 石 に つ い て，こ

れ まで 漠然 と して い た 色 の 違い を数値化 し，客観的に表現

す る こ とが で き た．一方，日本 薬局 方 規格 適 合 品 で あ る タ

イ プ A と中華人 民 共和 国葯 典 規 格適 合 品 で あ るタイ プ D

を比 較 した揚合で は，L ＊，　 a
＊，が の 各値 にお い て 両タイ プ

で 値が 異な る 上，3 検体間で の ば らつ きが 比 較的小 さい た

め，両者 が分光測色 計 に よ り識別で きる こ とが示 唆 された．

　今後，日本 市 場 に お け る 使 用 量 の 増加 に伴 い，JP 規格 と

異 な る鉱物組成 を有す る生 薬滑石 が流通す る可能性が ある．

中で も 中華人 民 共 和 国葯 典 規 格 適合 品 で あ る タイ プ D （タ

ル ク 由来 の 滑 石）は，中国で の 流通 量 が最 も多い と考 え ら

れ る．こ の こ とか ら本研 究 で は，タイ プ A （JP カ ッ セ キ）と

（15）
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タ イ プ D （CP 滑 石 ）につ い て，そ れ ぞれ 検 体 数 を 10 検 体

に 増や し，分 光 測色計 に よ る識 別 につ い て ，さ らに検討 を

重 ね た．そ の 結果，CP 滑石 に比 べ て P カ ッ セ キ は，　L ＊

値

が 小 さい 傾 向 に あ り，b＊

値 は 明 らか に 大 き く，両者 は，分

光測色 計 に よ り明瞭 に識別 可能で あ っ た．

　 肉 眼 に よ る観察 で は，JP カ ッ セ キ の 塊 は 全 体的に 白色 を

呈 する が，部分的に 茶色 ま た は 黒色を帯び る こ ともあ り，

粉末で は 白色 か ら薄い 灰 白色 を呈 して い る．一方，CP 滑 石

の 粉末 は 白色を呈 して い る．JP カ ッ セ キで L ＊ 値 が小 さか

っ た理 由 と して
， 粘 土鉱 物 で あ る た め に 白色 の 中で も薄い

灰 白色 を呈 して い る こ とが影 響 して い る と考 え られ た．

　　　　　　　　　　　結 論

　本研究で は ，市場 に 流通する生 薬滑石 の 新規 の 簡便な識

別 法 の 確立 を 目 的 と して ，分光測色 計 を用 い て ，6 タ イ プ

（タイプ A 〜F）の 生薬滑石 につ い て，色を数値化 す る こ と

を検討 した．そ の 結果 ， 6 タ イ プ を用 い た 検討 で は，す べ

て の タイ プ 問 で の 識 別 は困 難 で あ っ た．しか し，日木 薬 局

方規格適合品 と中華人民共和国葯典規格適合品を用 い た 検

討 で は，中華人 民共 和 国 葯典規格適合品 に 比 べ て 日本薬局

方規格適合 品 は，特 に L ＊

値及び b＊

値 で 差異が認 め られ

た こ とか ら，これ らの 値を比 較す る こ と に よ り，両者 は，

分光測 色 計 に よ り明瞭 に 識 別 可 能 で あ る こ とを 明 らか に し

た．

　鉱物 性生 薬 の 鉱物種 の 同定 に は X 線粉末回 折法が 有用

で ある が，装置価格 が高額で あ り，デ
ー

タの 解析 に 専門性

が 要 求 され る こ と な ど か ら汎 用性 に 乏 し い
一

面 を有 し て い

る．本研究 に よ り，生薬滑 石 の 日本薬局 方規格適合品と中

華人 民共 和国葯典規格適合品 との 区別 に は，分光測色計 に

よ る検討法 が よ り簡便 で あ り，ま た，短 時間で 多数 の 実験

材料に つ い て 検討可 能 とい う点で ，有用 で ある こ とが 明 ら

か とな っ た．
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